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＜連絡事項＞

・２月下旬に家族教室を行いますので、スタッフは各受け持ち患者様をリストアップし、御家族へ参加を促して行って下さい。

・身辺整理・日常生活支援より、義歯管理者（１７名）のリストを作成しました。個々の管理状態を把握する事を目的としていますので、自己管理出来ている方はそのまま自己管理をして頂き、管理能力の低下している患者様に関してはスタッフ介入し管理報告をして行きたいと思います。また、今まで身辺整理と日常生活支援の評価表を別個にしていましたが、今回１枚にまとめた用紙を作成し２月の１ヶ月間で実施・評価して行きたいと思いますので、気が付いた所は担当スタッフへ提案して下さい。

＜自己服薬管理者評価・検討＞

・菅井　浩子様～全体的にチェック忘れが多いです。現在、気分の高揚あり集中力に欠けまとまりのない言動見られていますので、服薬時の声掛けを行っていきましょう。

・清川　厚子様～１日毎の自己服薬管理を導入します。服薬に関しての理解乏しいので、服薬の必要性を説明し、怠薬の無いようにして行きましょう。また、夫様が次回、面会時（１／２９）に服薬ボードを持参して下さるとの事です。

・宮本　建蔵様～状態落ち着いて来ている為、主治医や本人と相談し今後の方針等を考えて再び自己服薬管理の導入を進めて行きたいと思います。

・山田　典子様～１／２５（水）の就床前薬時、チェック忘れがありました。

・駒木　学様～１／２５（水）の夕食後薬時、チェック忘れがありました。

・布施　邦雄様～１／２４（火）の就床前薬時、チェック忘れがありました。

・大下　良悦様～１／２２（日）の朝食後薬時、チェック忘れがありました。

＜作業報告・検討＞

・蛯名　勝幸様～居眠りは無く、「早く退院しないと」「心を入れ替えた」と話される事あり、気分の高揚が見られて来ているように思われます。また、車の本を読んだり他者との交流多く、「肩を揉んでくれ」と話している事ありますので、他者とのトラブルに注意し様子観察して行きたいと思います。

・小向　政広様～１／２３（月）の共同作業中に、北病棟の伊藤雄一様と口論になる事ありました。お米と小豆で描く絵を作成しており、ボンドで貼り付けていく作業の際に小向様なりに工夫をして押し付けていた所を伊藤様と「お前のせいでこうなったんだ」等の口論となっています。スタッフが介入し、小向様の言い方も悪くなかったのかを振り返って頂くも、聞き入れること出来ず「言いたい事は言う」と話している事あります。スタッフの声掛けに対しての理解乏しい様子見られます。暫くは離れて作業して頂く様にスタッフ側でも配慮して行きたいと思います。

・菅井　浩子様～作業が始まっても準備をせず、ずっと暖房の前で立っている事あります。スタッフが声掛けすると「退院するから」と話す事もあります。現在気分の高揚や夜間の睡眠状態が不安定なので、その都度スタッフ側で声掛けし、訴えの内容を傾聴し夜間睡眠が取れるよう経過観察して行きましょう。

・板橋　雅勝様～作業中は黙々と取り組んでおり、他者との交流も殆どありません。またちょっとした工夫を自分なりに考える事で、大きな発明として捉える妄想が出現する事があり、自分の世界の中で話の内容がやや誇大となる事があります。自分なりに工夫したり、考えられる事を評価しながら徐々に現実を捉えられて行けるような関わり方をして行きましょう。

・石切　久様～パソコンで「今の自分の思い」について文章化して入力したり、また、「自分の好きなもの」についても文章化する事が出来てきています。共同作業での目標は「自分の個性はおとなしいから、もう少し明るくなりたい」と述べられています。自分の思いや好きなものを文章化出来ている部分を評価しながら、さらに、コミュニケーション能力の向上を図るためにも、スタッフから声掛けし、文章化から言語化が出来るように関わりを持って行きましょう。

＜Ｄｒ川端担当患者様ケースカンファレンス＞

・種本　福松様～服薬に関しての理解乏しく退院後に怠薬する可能性もあるので、今後は一人暮らしは困難と思われるので施設入所の方も検討して行きたいと思います。また本人は入院してからもお金に関しての心配があるようなので水野ＳＷに経済的なサポートを依頼し、本人が入所可能な施設を探して貰う事とします。また、自宅退院になる場合は御家族様には訪問看護を勧めて行くようにしてみましょう。本人より「たまに呼吸困難になる」と訴えが聞かれていますが、不安神経症の症状の一つと主治医より説明があります。もし苦しくなった場合は、ペーパーバッグ法を勧めてみましょう。

他科薬のソラナックス錠が１／３０（月）の朝に切れる為、１／３０（月）昼よりソラナックス錠(０．４)３Ｔ　３×／９Ｔが当院より臨時処方となります。２／８（水）より以後定期となります。

・宮　陽子様～本日、青山荘より入所の許可の連絡がありました。いつでも入所可能な為、お兄様へ入所日確認の為電話連絡したところ、「急な為、はっきりした日時はまだ決められないので、後日電話します」と返事されています。宮様本人にも入所の件を伝えると、「諦めてずーっと病院にいるつもりでいました」と嬉しさを隠しきれない様子で話されています。外来日については毎週１回（火・水曜日のどちらか）を勧めています。

・斉藤　悦子様～本日、主治医問診時に、腹部の張り感を訴えている為、１／２６（木）より食前薬（朝・夕）、桂枝加芍薬湯２Ｐ　２×／６Ｔが臨時処方されています。以後は定期処方となります。腹部の張り感の有無確認・排便状況等経過観察して行きましょう。

・新山　潤様～ハロマンス（１００ｍｇ）２Ａ右肩に筋肉内注射施行しています。次回４週間後となります。

· 佐々木　みね様～異常体験・幻聴に左右された言動多くなって来ている為、１／２６　　　　　　　（木）より、ジプレキサザイディス錠（１０）１Ｔ　１×ｖｄｓ／６Ｔが　　　　　　　臨時処方となっています。以後、定期処方となります。異常体験や幻聴　　　　　　　に左右されて、服薬を拒否したり、上手に隠す為、スタッフは本人の言　　　　　　　動に振り回されないよう、しっかりと服薬の確認と共に服薬の必要性に　　　　　　　ついても上手く説明できるよう心掛けて行くようにして下さい。また、　　　　　　　生活リズムを出来るだけ一定に保つことが出来るように、生活レベルの　　　　　　　低下を防ぐようなケアプランの立案を担当スタッフは検討して下さい。

・駒木　学様～前回の問診時に増薬し、幻聴・耳鳴り・イライラ感は徐々に消失してきていると本人自ら評価しています。その為、本日主治医問診時、レキソタン（２）２Ｔ　２×／７Ｔ→レキソタン（２）１Ｔ　２×／７Ｔへ減薬（臨時処方）となっています。自身の症状をきちんと話す事が出来ている部分は評価しながら、減薬後の自身の症状についても話してくる事が出来るか、観察をし関わりを持って行きましょう。

・清川　厚子様～青山荘への入所が決定してから不安感が出現し、退院・入所に対しての焦りが見られています。「青山荘の１日のスケジュールが知りたい」と話されていますが、主治医より退院が近くなると、青山荘のスタッフが来て教えてくれる事を説明すると納得されています。また、腹痛の訴えも聞かれ、「ずっと前から下痢気味だ」と話されています。現在、整腸剤を服用しているのでそのまま様子観察して行きましょう。今後の生活に対しての不安を出来るだけ軽減するように関わると共に、日課への取り組みが消極的となっていますので自発的に行って行けるように意識付けを行っていくようにして下さい。






















